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昭和２２年１１月６日

常呂村農業会事務所（現常呂町農協）新築落成式

▲

戦時中の昭和１８年３月１０日に「農

業団体法」、９月１１日に施行令が公布

され、１９年２月１日に常呂村産業組

合と農会が合併する形で「常呂村農業

会」が発足します。職員の増加により

事務所が狭くなったため、１９年２月

２６日の第１回役員会で事務所新築を

決議しますが、実現は戦後の昭和２２

年１１月１６日の落成式まで待つこと

になります。



▲

農業会事務所建築工事の経過

昭和２１年８月１０日地鎮祭、工事着

工。１０月１０日上棟式、１１月５日

建前。その後凍結期間に入り、翌春ま

で工事中断。２２年１０月１９日大工

工事完了。１１月５日左官工事完了、

引き渡し。１１月１６日に一般会員を

招き盛大に落成式を挙行、工事関係者

に感謝状と記念品を贈呈。

▲
豊川支所の沿革

川沿地区組合員の利便性を図るた

め、昭和１３年２月９日開催の通常総

会で川沿支所の設置を決議し、集乳所

技術員宅を借り入れ改造し、４月から

配給所として業務開始。昭和２１年８

月から昭和２２年９月まで一時閉鎖し

ますが、昭和３４年１１月２５日、常

呂村農協豊川支所（事務所・店舗）が

落成しました。

▲

日吉支所の沿革

豊川支所同様に昭和１３年の通常総

会で手師学（日吉）支所の設置が決議

され、同年１２月４日に完成します。

その後、昭和３５年３月の通常総代会

で、日吉支所事務所と店舗、職員住宅

の新築が決定、理事会を経て同年９月

２４日に上棟式、支所は１０月２０日、

職員住宅は１１月５日工事完了。１２

月１０日に落成式を挙行しました。



▲

農協の関連施設：昭和２０－３０年代

※農協購買店舗の沿革

昭和２３年３月２６日に農業

会を解散し農協が誕生。農協創

立当時の購買事業は本部事務所

内に店舗を設けていました。

２５年に自由販売が可能にな

り、組合員の必需物資全般を取

り扱うようになります。その後、

昭和３３年、事務所隣の精米工

場が製麺工場に併置合併したた

め、精米工場跡を購買店舗とし

て改築・開店しました。

＊左・下２枚は店舗内部の写真

＊写真の左：昭和１６年設置／上川沿配給所 ＊右：昭和１１年設置／上川沿集乳所



※集乳所

町内に２つあった集乳所（岐

阜・上川沿：前ページ）は、昭

和３０年に統合して雪印常呂工

場になり、昭和４９年に原料乳

の配乳先が森永乳業佐呂間工場

に変更され、常呂町の集乳施設

は４０年の歴史が終わります・

＊左：昭和３０年代の雪印乳業

常呂工場

※食糧事務所

農産物の検査事業は、大正２年９月

７日に道雑穀商商業組合連合会乙種検

査所として発足、北見国では野付牛・

美幌・網走・常呂・紋別の５ヶ所でし

た。大正８年に北海道農産物検査所常

呂村派出所となり、市街地・幌内・岐

阜・手師学に駐在所を設置します。

＊常呂派出所の写真はありません

★豊川駐在所

大正１３年 川沿駐在所として設置

昭和１２年 廃所

昭和２６年３月 豊川駐在所として

設置

★日吉駐在所

大正８年４月 手師学駐在所として

設置

大正９年 廃所

大正１２年 再び設置

大正１３年４月 川沿駐在所の新設

に伴い廃所

昭和２年１０月 ハッカ検査執行

に伴い新設

昭和１６年 廃所

昭和２２年５月 新設開所

上：昭和２６年３月に設置された「食糧事務所

北見支所常呂出張所豊川駐在所」

下：昭和２２年５月に設置された「食糧事務所

北見支所常呂出張所日吉駐在所」


